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1．条例改正、損害賠償など 

●江南市職員の旅費に関する条例の全部改正について 

●損害賠償の額を定めることについて 

 情報システム標準化（2026年1.1）に伴い、これまでのシステム機器の賃

貸借契約の中途解約により損害賠償義務が発生  

 ・戸籍情報544万円 ・課税ファイリング180万円・生活保護161万円 

●市立図書館の次期指定管理者の指定について 

（株）図書館流通センター 2026年４月～2031年３月 

５年間の指定管理料 ７億2590万円 応募２社から選定委員会で選定 

 新たに移動図書館の導入を提案したことが評価されました。 

 

2. 一般会計補正予算 1１億6775万円の増額の主なもの  

＊歳入 個人市民税の増収 １億1553万円 繰越金11億6077万円 

＊歳出                     

・布袋支所に書かない窓口、受付システム導入   354万円３千円 

 ・予防接種事業                   2999万円 

65歳以上コロナワクチン定期接種、自己負担額不明、10月開始             

 ・布袋駅高架下 ぽっぽ園みなみ（19人定員３歳未満児）10月開園 

保育園運営委託費（半年分）           2462万円 

 ・中小企業等エネルギー価格高騰対策支援 不足分追加 1900万円 

 ・道路側溝・舗装等整備事業      １億円追加して合計３億円に  

 ・いじめ・不登校対策事業            1456万９千円 

  新聞報道と別件の重大事態（７月）で市教委方式の第三者委員会設置 

  別件の重大事態（昨年12月）で専門委員謝礼の追加 

 ・藤里小プール解体工事費              4258万円 

 ・新学校給食センターの建物取得費追加分（今年度分）  965万円 

         

      

 

 

江南市議会9月定例会が9月3日からはじまります。9月議会は2024

年度において、市のお金が市民福祉の向上のために適切に使われたのかどう

かを審議する大切な決算審査の議会でもあります。 

今号では、決算認定以外に提出される予定の条例改正案や一般会計補正予

算の主な内容、日本共産党議員団の一般質問通告（予定）をお知らせします。 

 

みわ 陽子議員 

① 安心して医療が受けられる保険証に 

② 生活保護の基準見直しを 

③ 公共施設のトイレの洋式化を 

④ 投票しやすい環境づくりを 

 

かけのまち子議員 

① 学童保育について 

② 公共交通について 

③ 自衛隊による住民基本台帳 15 歳名簿の

閲覧について 

 

9月議会の日程 

9月 3日      開会、議案上程 

9月 8 、9、10日  一般質問 

9月12、16日  議案質疑 

9月17～22日  各常任員会審査 

（総務⇒建産⇒厚文） 

9月26日       最終日、討論、採決 

 

＊請願受付締め切りは9月８日です。 

＊党議員団の一般質問の日時は未定です。

詳細は議会事務局にお尋ね下さい。 

① 江南丹羽環境管理組合の解散時期を、

旧炉解体完了の2029年度末まで延

期。 跡地に剪定枝ストックヤードを

整備する計画です 

② 新ごみ処理施設建設費の物価高騰に

伴う契約額増額 16.4％増の約35

億円増額の見通しです。 

③ 曽本地区の工業用地開発      

県企業庁方式で開発する、開発検討地

区に位置付けられました。 

 

８月８日 厚生文教委員７人で、夏休みの布袋学童保育（本室、分室、臨時室）と放

課後子ども教室（フジッ子）を視察。担当部課長が同行しました。 

夏休みの布袋地区の学童保育は、４年連続、高学年を中心に待機で利用できない児童

が発生している市内で最も深刻な学童保育です。今年は 15人が待機となっていました。

理由は、支援員不足と施設不足の両方。 

布袋保育園に隣接する学童施設【本室】は、80人定員に対し平日は平均 76人が利用。

外遊びは全くできず、狭い室内に終日、落ち着かない過密状態で過ごしていました。子

どもの健やかな発達を保障する環境とは言い難い実態に、胸が詰まりました。市の考え

ている打開策は、少子化の進展で小学校の余裕教室が発生したら校舎内に移転し、フジ

ッ子教室とともに民間委託を検討することや民設民営学童の誘致とか。一刻も早い打開

策が切望されている時に、このような方針でよいのでしょうか。 
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